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Ⅰ→[Ⅵ→Ⅳ→Ⅱ→(→)]Ⅴ→Ⅰ

             Ⅰ    　       Ⅵ

[]の中は省略可能。

・Ⅰ→Ⅴ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅴ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅳ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅳ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅰ

・Ⅰ→Ⅴ→Ⅵ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅴ→Ⅵ
・Ⅰ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅵ
・Ⅰ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅵ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅳ→Ⅴ→Ⅵ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅵ
・Ⅰ→Ⅳ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅵ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅳ→Ⅱ→Ⅴ→Ⅵ

・Ⅰ→Ⅳ→Ⅰ
・Ⅰ→Ⅵ→Ⅳ→Ⅰ
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① 共通音は保留する

  

  

 

  

  

 

  

 
 

 

  

 
 

 





  

 
 

 

①' Ⅱ→Ⅴの進行においては共通音を保留せずに下行させる

  

 
 

 

  

  

 





  

 
 

 

② 共通音がない時にはバスに反行させる

  

  

 

 
 

  

 





  

  

 

②' Ⅴ→Ⅵにおいては導音のみ上行させる
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※ これ以外の進行ももちろん可能であるが、比較的よく使われる定形のみをここに示す

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

    

  
  

  





    

    

  

  

 
 

 

 
 

  

 

 
 

  

 





    

  
  

  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

    

  
 


  

      

    
 

   

★曲尾においてソプラノを主音にするために
　導音以外の上声を下行させることがある
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※ 導音は主音に上行、第七音は下行する

  

 



 



 
 

  

  

 



 



  

  

★Ⅴ→Ⅵでは５音省略形は使えない

  

  

 





  
  

  

 

  



    

  
  

  

  
  

  



  

 

  
  

  
  

  

    

  
  

  

★バスが第１転回形に進行する場合
　上声に第３音重複可









 
 

 
 

 

 
 

  

 

   
   

   
   

   

   
   

   
   

c:   
★短調の場合は増進行が作られるので
　下げてから跳躍する





    

  
  

  

  

 
 

 

  

 
 

 
★根音省略形から第１転回形に進行する場合
　上声の第７音は上行する
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※ 属七の限定進行に加えて、第九音は必ず下行する

    

    

  

    

    

  

  

 
 

 

      

      

   









 

 

 
★２転から基本形へは必ず
  連続５度が生じるので不可

  

 
 

 

  

 
 

 
★減７以外の第９音が第３音の下に来る場合には予備が必要

    

  
  

  

    

  

  

  









 
 

  

 

 
 

 
 

 

 
 

  

c: 
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※ 準固有に入るときはⅠ以外、準固有から戻るときはⅠのみ

In Out

        

        

    

In Out

      

    
 

   

InOut

    

  
  

  

InOut

  
  

    

  

InOut





    

  
  

  

※ 属七以外の七の和音の第７音は必ず予備が必要
　 第７音は属七と同じく必ず下行する

      

   

   

   

      

      

   

    

    

  

        

    
  

 

    
★Ⅰの２転に進行する時には第７音は保留する





        

        
    

★次の副七に進行する場合には導音を上行させずに
　第７音の予備として扱うことも可能
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※ 七、九の根音省略形を含めてⅤの和音と扱いは同じ
　 但し、次に七や九の和音に進むときに第３音は半音階で下行する
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